【様式５】
第１　新病院運営の基本姿勢
・必要に応じて枠を広げて記載すること。各項目に対する回答を任意の様式に記入することも可とするが、項目との対応関係がわかるように記載すること。
・項目ごとに細分化して項目立てする場合、⑴以下はア、(ｱ) 、ａ、(a) の順に用いること。
・原則として11ポイント以上とする。図中の文字についてはこの限りでないが、文字が十分に読み取れる程度とする。

１　病院運営概要
⑴　病院の基本理念・運営方針
	



⑵　病床機能・病床数
	病床機能
	地域包括
ケア病床
	
	
	
	計

	病床数
	
	
	
	
	

	内訳
	一般
	
	
	
	
	

	
	療養
	
	
	
	
	


※必要に応じて列を追加すること。

⑶　診療科目
	入院：
外来：




⑷　機能毎の運営方針
・整備する機能毎の運営方針を記載すること。
	ア　地域包括ケア病床



⑸　外来設置の考え方
	




２　区の医療課題解決に向けた提案
⑴　区における医療ニーズおよび医療課題の認識
	



⑵　⑴に記載した区の医療課題解決に向けた提案内容
	




３　地域の医療機関等との連携、在宅医療への取組
⑴　地域の医療機関および介護事業者との連携体制（外来を設置する場合、運営の考え方を含む）
	



⑵　在宅医療に関する取組
	





４　診療体制
⑴　チーム医療実施のための取組について
（症例検討会、他職種合同カンファレンス等の実施体制等）
	



⑵　職員配置
	項目
	地域包括ケア
病棟
	
	
	総計

	
	常勤
	非常勤
	常勤
	非常勤
	常勤
	非常勤
	常勤
	非常勤

	職種別
職員数
	医師
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	看護師
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	理学療法士
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	作業療法士
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	言語聴覚士
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	在宅復帰支援担当員
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	その他専門職
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	事務職
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	看護師配置基準
	：１
	：１
	：１
	：１

	診療科目別医師数
	内科
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	リハビリテーション科
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





５　職員採用計画
・職員をどのように確保するか記載すること（特に医師、看護職員について）。
	



６　特別療養環境室の配置計画
・特別療養環境室の病床数を金額別に記載すること（補足があればそれも記載すること）。
	



７　病床確保の取組・考え方
	





[bookmark: _GoBack]８　災害時医療
　・災害時における患者の受入れ態勢等を記載すること。
	



９　感染症対策
	





10　患者への配慮
⑴　患者へのサービス向上のための各部門での取組、職員への研修教育について
（例：患者が利用しやすい環境の整備等）
	



⑵　療養環境整備と利便性のための取組について
　　（例：受動喫煙防止、バリアフリー、入院患者の通信手段の確保等）
	



⑶　患者の権利擁護に向けたインフォームドコンセントの実施・カルテ開示等の取組または、プライバシー確保の具体的方策について
	




11　医療安全管理体制
⑴　安全管理体制の整備
（例：医療事故防止、院内感染防止等のマニュアル等の整備や医療機器保守点検の実施方針等）
	



⑵　事故発生時の体制
　　（例：報告体制、再発防止への取組、その他関係委員会の設置等）
	



⑶　医療廃棄物の取扱い
（例：搬送経路、分別方法、各種廃棄物置場の設置状況等）
	



12　特色
・病院運営に当たってのアピールポイント等を記載すること。
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